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今
ま
で
多
様
な
正
社
員
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
し
か
し
、
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
前

提
と
し
て
の
「
終
身
雇
用
」
や
「
年
功
賃
金
」
、
「
成
果
主
義
」
な
ど
に
つ
い
て
は
、
明
示
的
に
は
触
れ
て

こ
な
か
っ
た
。
前
者
の
二
つ
に
つ
い
て
は
今
ま
で
存
在
し
て
お
り
、
現
在
で
は
崩
壊
し
た
と
い
う
の
が
ふ

つ
う
の
理
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
当
に
そ
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
の
二
つ
の
章
で
は
、
そ
の
実
態

に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
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第 4章 長期安定雇用と年功賃金の現実

終
身
雇
用
あ
る
い
は
長
期
安
定
雇
用
(
1
)

と
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
い
く
つ
か
の
定
義

が
思
い
浮
か
ぶ
。
①
一
企
業
で
の
勤
続
が
平
均
し
て
非
常
に
長
い
。
②
終
身
麗
用
と
は
定
年
ま
で
―
つ
の
企

業
で
働
き
つ
づ
け
る
こ
と
を
意
味
し
、
ほ
と
ん
ど
の
男
性
社
員
は
そ
う
し
て
い
た
の
に
、
現
在
の
不
況
に
よ

っ
て
、
そ
れ
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
③
企
業
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
整
理
解
雇
し
な
い
。
こ
れ
ら

の
点
に
つ
い
て
、
確
認
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
、
①
に
つ
い
て
は
、
男
性
の
平
均
勤
続
年
数
の
推

移
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

雇
用
は
流
動
化
し
た
か

雇
用
の
流
動
化
が
い
わ
れ
て
す
で
に
か
な
り
の
時
間
が
経
過
し
て
い
る
。
雇
用
の
流
動
化
の
結
果
、
勤
続

が
短
期
化
し
て
、
長
期
雇
用
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
「
終
身
雇
用
」
が
崩
壊
し
た
と
い
う
話
を
聞
く
。

こ
れ
を
二
つ
の
観
点
か
ら
検
討
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
最
初
は
転
職
率

(
2
)

の
推
移
で
あ
り
、
次
に

平
均
勤
続
年
数
の
変
化
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
量
的
に
確
認
で
き
る
。
ま
ず
前
者
か
ら
み
て
お
く
こ
と
に
し
よ

1

終
身
雇
用
は
崩
れ
た
か
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う
。
『
労
働
力
調
査
特
別
調
査
』
か
ら
「
正
規
の
職
員
・
従
業
員
」
と
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
」

て
転
職
率
を
み
た
の
が
、
図
表
4
,
1
で
あ
る
。

転
職
率
が
上
昇
し
て
い
る
の
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
で
あ
っ
て
、
正
社
員
で
は
な
い
。
全
体
と
し
て
は

パ
ー
ト
ク
イ
マ
ー
の
上
昇
率
に
や
や
引
き
ず
ら
れ
る
形
で
転
職
率
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
が
、
驚
く
ほ
ど
の
変

fl 
4,-
2 

゜1988 90 

出典：「労働力調査特別調査j

4 -1 転職率の推移
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第 4章 長期安定雇用と年功賃金の現実

化
で
は
な
い
。
雇
用
の
流
動
化
は
。
ハ
ー
ト
ク
イ
マ
ー
な
ど
不
安
定
な
雇
用
が
増
加
し
た
こ
と
と
、
パ
ー
ト
ク

イ
マ
ー
の
転
職
率
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
い
え
る
。

も
う
一
っ
別
の
デ
ー
タ
を
示
そ
う
。
図
表
4
l
2
a
は
労
働
省
（
厚
生
労
働
省
）
『
展
用
動
向
調
査
』
か
ら

転
職
入
職
率
の
推
移
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
常
用
労
働
者
五
人
以
上
の
事
業
所
に
お
け
る
一
月
一
日
時
点
の

常
用
労
働
者
を
分
母
に
、
一
年
以
内
に
転
社

(
3
)

で
就
職
し
た
人
を
分
子
に
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
先
の

調
査
は
個
人
調
査
だ
が
、
こ
れ
は
事
業
所
調
査
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
の
転
職
率
よ
り
若
干
高
い
数
字
と
な

っ
て
お
り
、
変
化
も
や
や
大
き
い
。
一
九
九
四
年
ま
で
低
下
し
た
後
に
や
や
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
主
要
な
要
因
は
や
は
り
パ
ー
ト
ク
イ
マ
ー
の
増
加
で
あ
る
。
図
表
4

ー

2
b
の
よ
う
に
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
を
除
い
た
「
一
般
労
働
者
」
に
限
定
す
る
と
、
と
て
も
近
年
急
激
な
変
化
が
あ
っ
た
な
ど
と
は
い
え
な
い
。

明
確
な
動
向
は
み
え
な
い
。

雇
用
状
況
の
悪
化
の
た
め
に
、
若
い
人
は
正
社
員
の
仕
事
に
つ
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
正
社
員
と
い
っ

て
も
人
材
を
使
い
捨
て
す
る
よ
う
な
企
業
も
少
な
く
な
い
。
そ
う
し
た
仕
事
に
嫌
気
が
さ
し
て
転
社
す
る
人

や
理
想
を
求
め
て
会
社
を
転
々
と
す
る
人
も
い
る
。
つ
ま
り
転
社
そ
の
も
の
は
以
前
か
ら
ご
く
ふ
つ
う
の
現

象
で
あ
る
が
、
最
近
の
特
徴
的
な
現
象
は
、
正
社
員
に
最
初
か
ら
つ
け
な
い
人
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
う
し
た
不
安
定
で
低
処
遇
の
雇
用
が
労
働
移
動
率
の
若
干
の
上
昇
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
え
そ

う
で
あ
る
。
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企
集
へ
の
勤
続
年
数
は
短
く
な
っ
た
か

次
に
、
雇
用
の
流
動
化
を
勤
続
年
数
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
図
表

4
1
3
は
、
一

0
人
以
上
の
民
営
事
業
所
の
常
用
労
働
者
（
バ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を
含
む
）

の
平
均
勤
続
年
数
の
推
移
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
み
る
と
、
意
外
な
こ
と

に
勤
続
年
数
は
長
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
一

0
年
間
に
男
性
で

0
．
九
年
、
女
性
で

-
•
五
年
延
び
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
定
年
延
長
や
年
齢
構
成
の
変
化
が
勤
続
年
数
に
変
化
を
及
ぼ
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
。
実
際
、
こ
の
間
、
平
均
年
齢
は
男
性
で
一
・
ニ
歳
、
女
性
で
一
・
九
歳
上
昇
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
一
九
九
一
年
に
は
男
性
の
平
均
年
齢
は
三
九
・
七
歳
で
あ
っ
た
が
、
二

0
0
一
年
に
は
四

O・

九
歳
と
な
っ
て
お
り
、
女
性
は
一
九
九
一
年
の
三
五
・
八
歳
が
二

0
0
一
年
に
は
三
七
・
七
歳
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
転
社
が
あ
る
以
上
、
年
齢
ほ
ど
勤
続
年
数
は
延
び
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
不
思

議
な
こ
と
に
、
会
社
へ
の
定
着
性
は
下
が
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

次
に
学
歴
別
・
年
齢
階
級
別
に
み
よ
う
。
図
表

4
ー

4
(
-
―
二
＼
i

-

三
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
。
ま
ず
、

男
性
に
つ
い
て
み
よ
う
。
大
卒
で
は
こ
の
一

0
年
間
に
若
干
短
く
な
っ
て
い
る
の
は
四

0
代
で
あ
る
。
し
か

し
大
変
化
と
は
い
い
が
た
い
。
一
―

-
0代
で
は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
し
、
若
干
長
期
化
さ
え
し
て
い
る
。

4 -3 平均動続年数の推移

男性

女性 胃
出典： r賃金構造基本統計調査j
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第 4章 長期安定雇用と年功賃金の現実

次
に
数
の
多
い
高
卒
に
つ
い
て
み
れ
ば
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
も
四

0
代
で
若
千
短
く
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
そ
れ
は
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
五

0
代
後
半
で
は
六

0
歳
定
年
の
一
般
化
に
と
も

な
い
若
干
長
期
化
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

そ
も
そ
も
学
歴
別
に
検
討
す
る
こ
と
は
後
の
賃
金
の
と
こ
ろ
で
み
る
よ
う
に
危
険
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

高
学
歴
化
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
層
に
占
め
る
比
率
は
大
い
に
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
一
般
に
大
卒

の
ほ
う
が
高
卒
や
中
卒
よ
り
も
長
期
勤
続
傾
向
が
強
い
と
す
れ
ば
、
学
歴
別
で
は
短
期
勤
続
化
し
て
も
全
体

と
し
て
み
れ
ば
勤
続
年
数
が
長
期
化
す
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
り
の
例
を
と
っ
て
考
え
て
み
よ
う
。

二
0
年
前
に
大
卒
比
率
が
二
割
、
高
卒
比
率
が
八
割
で
あ
っ
た
の
が
、
今
で
は
そ
れ
が
逆
転
し
て
大
卒
八
割
、

高
卒
二
割
に
な
っ
た
と
し
よ
う
（
極
端
な
数
値
例
で
は
あ
る
が
）
。
他
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
平
均
勤
続
年
数
が
、

二
0
年
前
は
大
卒
二

0
年
、
高
卒
一

0
年
、
今
で
は
大
卒
一
五
年
、
高
卒
八
年
と
な
っ
た
と
し
よ
う
。
全
体

の
勤
続
年
数
は
短
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
二

0
年
前
は
―
二
年
、
今
は
一
―
―
-
•
六
年
、
つ
ま
り
今
の
ほ
う

が
勤
続
年
数
は
長
く
な
る
(
4
)
。

な
お
二

0
0
一
年
に
お
け
る
四

0
代
前
半
層
の
平
均
勤
続
年
数
は
、
大
卒
が
一
五
・
六
年
、
高
卒
が
一

五
・
七
年
、
中
卒
が
一
五
•
O
年
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
大
卒
の
最
初
の
入
社
が
二
二
歳
の
と
ぎ
、

高
卒
が
一
八
歳
の
と
き
、
中
卒
が
一
五
歳
の
と
き
と
考
え
る
と
、
こ
の
想
定
は
ま
ち
が
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。

女
性
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
長
期
勤
続
化
の
煩
向
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
四

0
代
前
半
層
の
短
大
卒
と
高
卒
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動続年数の推移（単位：年）

高卒 中卒

1991年 1996年 2001年 1991年 1996年 2001年

12.6 13.3 14 1 15 9 17 2 18 4 

(38.5歳） （40.9歳） （41 2歳） (47 9歳） （49 6歳） （50 5歳）

0. 9 0 9 0.9 2.0 1.9 1.9 

3.0 3.4 3.3 3.3 3.6 3.4 

6.2 6.1 6.5 5.6 5. 7 6.2 

9.3 9.3 9.2 9.0 8.1 8.5 

13.3 12.2 12 7 12.8 11 6 11 0 

16.5 16.4 15 7 15.6 15.4 15.0 

20.2 19.5 19 6 18.5 18 9 18. 7 

21.6 22 8 22 2 19 8 21 6 22 1 

19.3 21 8 22 8 19.4 21 7 23.9 

10.8 12 4 12 4 12 4 14. 9 16.3 

高卒 中卒

1991年 1996年 2001年 1991年 1996年 2001年

7.2 8.5 9.9 11 1 12.4 13 7 

(34.8歳） （37.4歳） （39.8歳） (48. 9歳） （51 5歳） （52.8歳）

0.9 0.9 0.9 2.2 2.0 1 8 

3.1 3.5 3.2 3. 7 3.9 3 1 

5. 9 5.9 6.3 6.4 5.6 5 0 

7.8 8.1 8.5 7.8 8.3 7 2 

8.8 9.4 10.1 9. 7 10.2 8.8 

9.5 10 5 10.8 9.9 11.4 11 8 

10 9 11. 4 12 7 10 8 12 0 13 4 

12.6 13 2 13. 9 12.3 13.2 14 4 

14 2 14 9 15 5 13 0 14 2 15 7 

14 1 14. 3 14 2 12 4 12 8 14 1 

に
つ
い
て
一
九
九
一
年
と
二
0
0

一
年
を
比
較
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
一
0
•
三
年
、
九
・
五
年
が
一
―
・
ニ

年
、
一

O・
八
年
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
そ
れ
ぞ
れ
一
年
近
く
長
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

男
女
間
の
勤
続
年
数
格
差
は
依
然
大
き
い
が
、
や
や
縮
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
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第 4章 長期安定雇用と年功賃金の現実

4 -4 性別・学歴別・年齢隋級別

大卒 高専・短大卒
男性

1991年 1996年 2001年 1991年 1996年 2001年

平均
11 2 11.8 12. 4 9.1 9.1 10.3 

(37.2歳） （38.1歳） （39 0歳） (34 2歳） （34.0歳） （35.7歳）

18-19歳

20-24歳 1.2 1.2 1.2 1. 9 2 3 2.2 

25-29歳 3.9 4.1 3 8 5.2 5.3 5.4 

30-34歳 7 8 7. 9 7 9 8.6 8.4 8.6 

35-39歳 11.4 11.8 11.8 12.2 11.3 11.9 

40-44歳 16.0 15.4 15 6 16.2 15. 7 14.5 

45-49歳 20.5 20.1 19 4 19.3 18 5 18 0 

50-54歳 23. 7 23.8 23.5 21.3 21. 3 21.7 

55-59歳 22.5 24.4 23.8 20.1 20 6 21 3 

60-64歳 13.6 12.8 14.0 10.1 12 1 14 5 

大卒 高専・短大卒
女性

1991年 1996年 2001年 1991年 1996年 2001年

平均
5.3 5.8 6 3 5.1 6.0 7.2 

(30. 7歳） （31.3歳） （32.0歳） (29.0歳） （30.5歳） （32.8歳）

18-19歳

20-24歳 1.3 1.3 1.3 2.0 2.2 2.1 

25-29歳 3 7 4.0 3 6 4. 9 5 4 5.2 

30-34歳 6.5 7.0 7. 2 7.6 7.5 8.2 

35-39歳 8.4 9.0 10 0 9.6 9.4 9.9 

40-44歳 11.5 11. 4 11 6 10.3 10. 7 11.2 

45-49歳 13.8 13.5 13 4 11.1 12.2 13.3 

50-54歳 16.5 15.8 17 6 13.2 14. 7 14.8 

55-59歳 18.3 19.3 20.5 16.2 16 2 16.8 

60-64歳 20. 7 18. 9 20 4 16.3 14 5 16.4 

出典：「賃金構造茎本統計調査J
注：全年齢層の平均には， 18歳未満および65歳以上の者を含む．
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よ
う
に
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
勤
続
年
数
の
推
移
は
安
定
的
で
あ
り
、
激
し
い
変
化
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

あ
え
て
い
え
ば
、
男
性
の
一
―

1
0代
後
半
と
四

0
代
前
半
の
高
卒
で
や
や
短
期
勤
続
化
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
定

年
延
長
や
六

0
代
前
半
層
の
継
続
雇
用
の
影
響
で
、
五

0
代
後
半
の
男
性
に
勤
続
年
数
の
長
期
化
傾
向
が
見

受
け
ら
れ
る
こ
と
が
こ
の
間
の
特
徴
で
あ
る
。
前
者
の
動
き
が
あ
た
か
も
社
会
全
体
の
動
き
の
よ
う
に
過
大

に
報
道
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

新
卒
で
就
職
し
定
年
ま
で
働
く
人
は
減
っ
て
い
る
の
か

「
終
身
雇
用
」
の
最
も
き
び
し
い
定
義
は
、
学
校
を
卒
業
し
て
入
社
し
た
企
業
に
定
年
ま
で
働
き
つ
づ
け
、

定
年
退
職
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
は
実
は
従
来
か
ら
少
な
い
が
、
こ
う
し
た
人
が
近
年
減

少
し
た
と
い
う
証
拠
は
ど
の
程
度
あ
る
だ
ろ
う
か
。
―
つ
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
希
望
退
職
や
早
期
退
職
優
遇

制
度
に
よ
る
退
職
金
割
増
に
よ
る
退
職
が
、
深
刻
化
す
る
不
況
の
な
か
で
大
幅
に
増
加
し
た
と
い
う
事
実
だ

ろ
う
。
日
本
労
働
研
究
機
構
が
、
従
業
員
三

0
0
人
以
上
の
企
業
を
対
象
に
二

0
0
二
年
一
ー
ニ
月
に
か
け

て
実
施
し
た
『
事
業
再
構
築
と
雇
用
に
関
す
る
調
査
』
に
よ
れ
ば
、
人
員
削
減
の
方
法
と
し
て
は
、
全
体
で

は
、
「
自
然
減
」
「
採
用
抑
制
」
が
そ
れ
ぞ
れ
八
割
程
度
と
主
流
で
あ
る
が
、
「
希
望
退
職
の
募
集
、
早
期
退

職
優
遇
制
度
の
創
設
・
拡
充
」
が
実
に
三
四
・
ニ
％
に
達
し
て
い
る
。
な
お
、
本
人
希
望
で
は
な
い
「
解

雇
」
は
六
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。
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第 4章 長期安定雇用と年功賃金の現実

4 -5 男性標準労働着比率の推移（単位： 10人）

高卒
＾ ~ 

大卒

総数 30年以上比率(%) 総数 25年以上比率(%)

1986年 54. 194 15,141 27.9 19,324 11,517 59.6 

1991年 82,538 28,270 34.3 27,239 18,084 66 4 

1996年 92,090 39,849 43.3 32. 125 21,402 66.6 

2001年 112.417 46,711 41.6 49,945 33,272 66.6 

出典：「賃金構造基本統計調査J
注：年齢50~54歳，高卒は勤続30年以上，大卒は勤続25年以上で，民営企

業の一般労働者を標準労働者と定義した．

こ
の
よ
う
に
、
と
く
に
希
望
退
職
の
募
集
や
早
期
退
職
優
遇
制
度
の

創
設
・
拡
充
に
よ
る
雇
用
関
係
の
終
了
が
多
発
し
て
い
る
の
は
ま
ち
が

い
の
な
い
事
実
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
日
本
全
体
で
み
て
、
定

年
退
職
者
が
減
少
し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ

れ
を
数
的
に
確
認
す
る
資
料
は
こ
こ
で
も
『
賃
金
構
造
基
本
統
計
調

査
』
で
あ
る
。
五

0
歳
か
ら
五
四
歳
の
民
営
企
業
に
働
く
一
般
労
働
者

男
性
に
つ
い
て
、
試
算
し
た
の
が
図
表
4
I
5
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
何
が
わ
か
る
だ
ろ
う
か
。
一
九
八
六
年
に
は
、
新
卒
か
新

卒
後
二
、
三
年
で
就
職
し
た
企
業
に
働
き
つ
づ
け
て
い
る
人
は
高
卒
で

二
七
・
九
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
一
五
年
後
の
二

0
0
一
年
で
は
四

-
．
六
％
で
あ
る
。
た
し
か
に
一
九
九
六
年
よ
り
も
若
干
低
下
し
て
い

る
が
、
こ
の
一
五
年
間
で
、
新
卒
後
定
年
ま
で
働
く
人
が
減
っ
た
と
は

と
て
も
い
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
む
し
ろ
そ
う
し
た
人
は
増
え
て
い

る
の
で
あ
る
。
ま
た
大
卒
に
つ
い
て
も
低
下
傾
向
は
ま
っ
た
く
な
い
。

つ
ま
り
、
新
卒
で
定
年
ま
で
働
く
の
を
終
身
雇
用
と
呼
ぶ
の
で
あ
れ
ば
、

終
身
雇
用
は
ま
っ
た
＜
崩
壊
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
高
学
歴

IIぅ



化
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
意
味
で
の
終
身
雇
用
は
強
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

企
叢
は
整
理
解
雇
し
な
か
っ
た
か

日
本
の
企
業
、
と
く
に
大
企
業
は
不
況
時
に
従
業
員
を
解
雇
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
ん
な

こ
と
は
な
い
。
企
業
が
倒
産
の
危
機
に
あ
る
の
に
従
業
員
を
整
理
解
雇
し
な
い
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い

(
5
)
。

た
と
え
ば
、
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
(
-
九
七
三
年
）
の
と
き
、
整
理
解
雇
は
広
範
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

労
働
省
『
雇
用
変
動
総
合
調
査
』
(
-
九
七
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
調
査
事
業
所
の
一
九
•
四
％
が
解
雇
を
お
こ

な
っ
た
。
従
業
員
一

0
0
0

人
以
上
の
大
企
業
で
も
例
外
で
は
な
い
。
二

0
•
三
％
が
解
雇
を
実
施
し
た
。

1
0
0
~
九
九
九
人
規
模
で
は
約
一
―1
0％
の
企
業
が
解
雇
し
て
い
る
。
今
ま
で
も
不
況
な
ら
ば
解
雇
し
て
い

た
。
景
気
が
よ
い
と
き
に
解
雇
す
る
企
業
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
現
在
の
よ
う
な
長
期
間
に
わ
た
る
不
況
は
第

二
次
世
界
大
戦
後
は
じ
め
て
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
解
雇
を
す
る
企
業
が
増
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
比
率
の
高
ま
り
が
人
々
の
＿
雇
用
の
安
定
度
に
対
す
る
意
識
を
変
え
て
き
て
い
る
こ
と
は

事
実
だ
ろ
う
。
大
企
業
で
も
倒
産
す
る
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
な
い
人
は
減
少

し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
企
業
行
動
が
変
化
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
人
々
の
意
識
が
変
化
し
た
と
い
う
ほ
う

が
正
し
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
希
望
退
職
も
以
前
か
ら
あ
る
。
近
年
の
変
化
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
早
期
退
瞼
優
遇
制
度

I I 6 



第 4章 長期安定雇用と年功賃金の現実

と
希
望
退
職
の
一
般
化
で
あ
ろ
う
。
希
望
退
職
の
募
集
に
希
望
者
が
殺
到
す
る
と
い
う
事
態
が
最
近
よ
く
み

ら
れ
る
。
従
来
、
マ
ス
コ
ミ
は
「
希
望
退
職
」
を
肩
た
た
き
や
嫌
が
ら
せ
と
し
て
し
か
理
解
し
て
こ
な
か
っ

た
。
こ
の
不
況
下
で
こ
の
常
識
が
通
じ
な
く
な
っ
て
い
る
。
労
使
関
係
か
ら
み
れ
ば
、
成
熟
化
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
労
使
双
方
が
納
得
し
て
退
職
す
る
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
肩
た
た
き
や
嫌
が
ら
せ
が
な
く
な
っ

て
い
る
わ
け
で
な
い
。
そ
れ
で
も
、
納
得
し
た
退
職
が
増
え
て
き
た
こ
と
は
望
ま
し
い
傾
向
で
あ
る
と
い
っ

て
よ
い
。
も
し
本
当
に
納
得
し
て
退
職
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
長
期
安
定
雇
用
は
維
持
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る

か
も
し
れ
な
い
。

意
識
は
変
わ
っ
た
か

先
に
引
用
し
た
『
構
造
調
整
下
の
人
事
処
遇
制
度
と
職
業
意
識
に
関
す
る
調
査
』
(
-
九
九
八
年
）
に
よ
れ

ば
、
現
時
点
で
は
、
「
原
則
と
し
て
、
定
年
ま
で
雇
用
し
て
き
た
、
ま
た
は
定
年
後
も
一
定
期
間
、
勤
務
延

長
や
再
雇
用
で
働
い
て
も
ら
う
」
と
い
う
終
身
薦
用
の
考
え
方
が
、
八
割
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
「
必

ず
し
も
定
年
ま
で
雇
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
中
高
年
齢
者
等
に
つ
い
て
関
連
会
社
、
子
会
社
に
出

向
を
す
す
め
る
」
が
七
＼
―
-
％
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
を
広
い
意
味
で
の
安
定
雇
用
と
み
な
せ
ば
、
実
に
九

割
の
企
業
が
安
定
雇
用
を
支
持
し
て
い
る
。
他
方
、
「
若
い
う
ち
か
ら
独
立
や
転
職
が
多
い
」
は
わ
ず
か
一

＼
五
％
に
す
ぎ
な
い
。
企
業
は
必
ず
し
も
「
終
身
雇
用
」
を
や
め
て
し
ま
お
う
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

II7 



し
か
し
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
う
し
た
安
定
雇
用
志
向
は
若
干
低
下
し
て
い
る
。
今
後
に

つ
い
て
は
「
終
身
雇
用
」
の
考
え
方
は
六
割
程
度
に
低
下
し
、
「
必
ず
し
も
定
年
ま
で
雇
用
す
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
中
高
年
齢
者
等
に
つ
い
て
関
連
会
社
、
子
会
社
に
出
向
を
す
す
め
る
」
が
ニ
ー
三
割
に
高
ま

る
。
こ
れ
は
企
業
そ
の
も
の
が
成
長
あ
る
い
は
存
続
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
安
定

雇
用
志
向
は
八
＼
九
割
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
正
社
員
に
対
し
て
は
、
安
定
雇
用
を
一
定
程
度
維
持
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
た
だ
、
企
業
は
従
業
員
に
対
し
て
雇
用
し
つ
づ
け
る
責
任
を
も
っ
と
い
う
考
え
方
（
雇
用
責

任
）
に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
少
し
弱
め
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

今
後
の
採
用
政
策
に
つ
い
て
は
「
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
非
正
社
員
を
活
用
し
て
い
く
」
（
四

六
・
八
％
）
と
「
新
規
学
卒
を
よ
り
重
視
し
て
い
く
」
（
四
五
・
五
％
）
が
多
く
、
つ
い
で
「
中
途
採
用
を
増

加
さ
せ
る
」
（
三
七
・
ニ
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
「
派
遣
社
員
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
」
（
一

八
・
一
％
）
、
「
他
社
の
優
秀
な
人
材
を
積
極
的
に
ス
カ
ウ
ト
す
る
」
（
ニ
―
-
•
四
％
）
な
ど
外
部
人
材
の
積
極

的
な
活
用
や
、
高
齢
化
に
対
応
し
た
「
定
年
後
の
自
社
社
員
の
再
雇
用
・
勤
務
延
長
を
促
進
す
る
」
（
ニ

ニ
・
一
％
）
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
従
業
員
全
体
の
採
用
を
抑
制
す
る
」
（
ニ
―
・
九
％
）
や
「
正
社
員
の

採
用
を
抑
制
す
る
」
(
-
八
・
九
％
）
な
ど
採
用
を
抑
制
す
る
企
業
も
少
な
く
な
い
。
興
味
深
い
の
は
、
新
規

学
卒
の
重
視
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
ま
で
新
卒
を
と
れ
な
か
っ
た
中
小
企
業
が
、
新
卒
へ
の
新
規
雇
用
意
欲
を
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も
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
規
範
と
し
て
の
長
期
安
定
扉
用
の
ゆ
ら
ぎ
で
あ
ろ
う
。
先
に
み
た
よ
う
に
、

雇
用
の
流
動
性
や
新
卒
か
ら
定
年
ま
で
の
雇
用
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
終
身
屈
用
あ
る
い
は
長
期
安
定

雇
用
が
変
化
し
た
と
は
い
い
が
た
い
。
ま
た
企
業
は
経
営
不
振
に
陥
れ
ば
、
整
理
解
雇
を
実
施
し
て
き
た
。

つ
ま
り
現
在
終
身
届
用
が
崩
壊
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、
実
は
経
営
不
振
企
業
が
多
く
な
っ
た
と
い
う

こ
と
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
量
的
な
関
係
が
質
的
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
―
つ
は
、
終
身

雇
用
と
い
わ
れ
る
経
営
者
に
と
っ
て
の
社
会
的
な
規
範
の
弛
緩
で
あ
る
。
も
う
―
つ
は
個
人
の
誤
解
、
つ
ま

り
企
業
は
つ
ぶ
れ
な
い
、
整
理
解
雇
（
会
社
都
合
離
職
）
を
し
な
い
と
い
う
誤
解
が
解
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

前
者
は
、
正
社
員
を
解
雇
す
る
こ
と
が
経
営
者
と
し
て
失
格
で
あ
る
と
い
う
社
会
的
な
規
範
が
緩
ん
だ
こ
と

で
あ
る
。
人
員
削
減
す
る
と
株
価
が
上
が
る
場
合
が
あ
る

(
6
)
。
リ
ス
ト
ラ
す
る
経
営
者
が
良
い
経
営
者
と

さ
れ
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
に
終
身
屈
用
崩
壊
の
真
の
意
味
が
あ
る
。
株
価
を
上
げ
る
た
め
で
あ
れ
ば
、
人
員
削

減
す
る
こ
と
が
経
営
者
と
し
て
の
理
想
で
あ
る
と
い
う
規
範
が
広
く
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
日

本
の
「
終
身
雇
用
」
あ
る
い
は
「
長
期
安
定
雇
用
」
は
崩
壊
し
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
先
に
み
た
よ

う
に
、
定
年
ま
で
の
雇
用
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
企
業
は
今
で
も
多
い
。
こ
の
規
範
は
現
在
ゆ
ら
い
で
い
る

が
、
ま
だ
崩
れ
去
っ
て
は
い
な
い
。
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後
者
に
つ
い
て
は
か
な
り
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
大
企
業
で
さ
え
市
場
経
済
の
な
か
で
は
必
ず

し
も
万
全
の
雇
用
の
場
で
は
な
い
と
い
う
意
識
で
あ
る
。
資
本
主
義
社
会
で
あ
れ
ば
当
た
り
前
で
あ
る
こ
の

意
識
を
も
た
な
い
人
は
た
し
か
に
減
少
し
た
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
大
企
業
に
入
る
こ
と
よ
り
も
「
手
に
職

を
つ
け
る
」
つ
ま
り
他
社
で
も
通
用
す
る
職
業
資
格
へ
の
志
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
、
第
6
章
で
述
べ

る
よ
う
に
、
企
業
内
で
の
日
常
的
な
職
業
経
験
こ
そ
が
職
業
能
力
開
発
の
大
半
を
占
め
る
の
で
あ
り
、
日
常

的
な
仕
事
を
な
お
ざ
り
に
し
て
、
各
種
の
学
校
や
研
修
コ
ー
ス
で
「
資
格
」
と
い
わ
れ
る
も
の
を
と
っ
て
も

役
に
た
た
な
い
。
仕
事
と
の
関
連
性
こ
そ
が
最
重
要
で
あ
る
。
現
在
の
風
潮
は
、
「
資
格
」
産
業
と
も
い
う

べ
き
産
業
の
宣
伝
に
よ
っ
て
、
無
駄
な
「
資
格
」
が
氾
濫
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

総
じ
て
い
え
ば
、
近
年
変
化
し
た
の
は
、
不
振
企
業
の
多
発
と
そ
れ
に
と
も
な
う
個
人
の
自
己
防
衛
意
識

の
強
ま
り
と
い
う
、
い
わ
ば
あ
り
き
た
り
の
変
化
が
あ
る
だ
け
で
、
終
身
雇
用
あ
る
い
は
長
期
安
定
雇
用
そ

の
も
の
が
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
と
く
に
個
人
の

意
識
変
化
が
今
後
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
の
終
身
雇
用
あ
る
い
は
長
期
安
定
雇
用
を
崩
す
こ
と
に
な
る
の
か

ど
う
か
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。

次
に
長
期
安
定
雇
用
と
な
ら
ぶ
日
本
的
雇
用
慣
行
の
柱
と
さ
れ
る
年
功
賃
金
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
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第4章 長期安定雇用と年功賃金の現実

年
功
賃
金
を
廃
止
し
て
、
成
果
主
義
賃
金
を
求
め
る
と
い
う
の
が
流
行
で
あ
る
。
巷
に
は
こ
れ
に
関
す
る

本
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
人
員
構
成
上
中
高
年
が
多
く
な
っ
て
い
る
大
企
業
で
は
と
く
に
そ
れ
は
切
実
な
問
題

で
あ
る
。
新
卒
採
用
を
抑
え
て
い
る
た
め
に
、
年
々
従
業
員
の
平
均
年
齢
が
上
昇
し
、
そ
の
結
果
、
一
人
あ

た
り
労
務
コ
ス
ト
が
上
昇
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
定
期
昇
給
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
と
し
、
絶
対
評
価
で
賃
金
ヵ

ー
ブ
を
寝
か
せ
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
5
章
で
詳
し
く
展
開
す
る
こ
と

と
し
、
以
下
で
は
、
ま
ず
、
デ
ー
タ
の
検
討
を
通
じ
て
年
功
賃
金
の
変
化
に
つ
い
て
み
る
。
つ
い
で
、
制
度

的
な
年
功
賃
金
に
つ
い
て
考
え
、
最
後
に
個
人
の
年
功
賃
金
に
つ
い
て
の
意
識
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に

し
た
い
。

賃
金
ブ
ロ
フ
ァ
イ
ル
を
み
る

ま
ず
よ
く
あ
げ
ら
れ
る
の
が
学
歴
別
賃
金
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
（
賃
金
カ
ー
ブ
と
も
い
う
）
で
あ
る
。
こ
れ
を

み
る
と
ど
の
学
歴
を
み
て
も
フ
ラ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
『
労
働
白
書
』
(
―

1
0
0
0
年
）
は
、

労
働
省
『
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
』
に
よ
り
一
九
八

0
年
、
一
九
九
0
年
、
一
九
九
九
年
の
男
性
標
準
労

2

年
功
賃
金
は
崩
れ
た
か

I2I 



滋

働

者

の

賃

金

カ

ー

ブ

に

つ

い

て

比

較

し

6

て
い
る
。
図
表
4

ー

6
a
、
b
が
そ
れ

4
 

52

で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
学
校
を
卒

゜

業
し
て
す
ぐ
に
就
職
し
た
企
業
で
働
ぎ

8
 

4
 

6
 

つ
づ
け
て
い
る
と
さ
れ
る
「
標
準
労
働

者
」
の
年
齢
別
賃
金
カ
ー
ブ
は
こ
の
二

。8
0

年
間
で
フ
ラ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

6
 

一
見
す
る
と
「
年
功
賃
金
」
は
徐
々
に

く
ず
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
し

゜
8
 

か
し
、
同
じ
五

0
代
大
卒
で
も
、
一
九

a

6

 

6
 

八
0
年
と
一
九
九
九
年
で
は
人
数
が
ま

700600500400300200100 

4
 

っ
た
く
違
う
。
一
九
五

0
年
ご
ろ
大
学

。

を
卒
業
し
た
者
と
一
九
七

0
年
ご
ろ
に
大
学
を
卒
業
し
た
者
を
、
同
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
捉
え
て
よ
い
か

疑
問
が
残
る
。
学
歴
別
に
み
る
と
大
幅
に
低
下
す
る
賃
金
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
も
全
体
と
し
て
み
る
と
必
ず
し
も

低
下
し
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
先
に
み
た
よ
う
に
、
一
九
八

0
年
代
以
降
労
働
移
動
率
は
そ

れ
ほ
ど
大
き
く
変
化
し
て
い
な
い
の
で
、
単
純
に
年
齢
階
級
別
に
み
た
ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
。

男性標準労働者の賃金カープ（大卒）

1990年

> 

4 -6 b 

600 

500 

400 

300 

200 

100 

゜18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 59歳出典：『労働白書』

注：大卒は22歳，扁卒は18歳の賃金を100とする．

男性標準労働者の賃金カープ（高卒）

、・ニ：---ヽ•

99年
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第4章 長期安定犀用と年功賃金の現実

実
際
、
男
性
全
体
の
年
齢
別
の
値
を
み
る
と
、
様
相
は
か
な
り
異
な
る
（
図
表
4
_
7
)
。
全
体
と
し
て
、

四
0
代
が
フ
ラ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
賃
金
の
ピ
ー
ク
が
四

0
代
後
半
か
ら
五

0
代
前
半
に
移

っ
て
い
る
。
定
年
延
長
を
反
映
し
て
、
五

0
代
後
半
の
賃
金
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
今
後
、
五

0
代
前
半
の

賃
金
は
相
対
的
に
下
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
五

0
代
後
半
の
賃
金
の
上
昇
は
さ
ら
に
続
く
だ
ろ
う
。
こ
う
し

た
推
移
か
ら
み
れ
ば
、
六

0
歳
定
年
制
と
い
う
制
度
変
更
が
、

タ
イ
ム
ラ
グ
を
と
も
な
い
つ
つ
賃
金
水
準
に
も
影
響
を
与
え
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
成
果
主
義
と
い
わ
れ
て
い
る
な

か
で
、
三

0
代
、
四

0
代
の
賃
金
が
必
ず
し
も
上
が
っ
て
い
な

い
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
五

0
代
前
半
の
賃
金
が
上
昇
し
て
い

る
。
こ
れ
は
―
つ
に
は
五

0
代
の
大
卒
が
増
加
し
た
こ
と
が
理

由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
私
と
し
て
は
全
体
と
し

て
一
九
九

0
年
代
を
通
じ
て
い
わ
れ
て
い
た
こ
と
と
逆
の
事
態

が
こ
の
間
に
起
こ
っ
て
き
た
と
い
う
事
実
に
注
目
し
た
い
。
私

の
解
釈
で
は
、
こ
う
し
た
事
実
こ
そ
が
、
企
業
が
声
高
に
成
果

主
義
を
叫
び
つ
づ
け
ざ
る
を
え
な
い
理
由
な
の
で
あ
る
。
も
し
、

4 -7 男性の年齢階級別賃金

225 

200 

175 

150 

125 

100 
12000年

75 

50 
18 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65歳

I I I I I I I I I I I I 
17 19 24 29 34 39 44 49 54 59 64 

出典 『賃金構造基本統計調査j

注:20-24歳の賃金を100とする▼
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本
当
に
「
成
果
主
義
」
で
中
高
年
の
賃
金
が
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
も
は
や
そ
う
し
た
こ
と
を

叫
ぶ
必
要
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
中
高
年
の
賃
金
が
下
が
っ
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
、
企
業
は
成
果
主
義
を
日

常
的
に
叫
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
男
性
に
つ
い
て
い
え
ば
、
賃
金
と
い
う
観
点
か
ら
み
て
き
び
し
い
状
況
に

陥
っ
た
の
は
、
五

0
代
で
は
な
く
、
三

0
代
、
四

0
代
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

男
性
と
違
っ
て
、
女
性
の
賃
金
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
は
傾
斜
が
緩
や
か
で
あ
る
（
図
表
は
省
略
）
。
賃
金
上
昇
が

三
0
代
後
半
ま
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
高
学
歴
化
と
勤
続
年
数
の
長
期
化
が
や
や
進
ん
だ
結
果
で
あ

ろ
う
。次

に
、
勤
続
年
数
別
に
み
て
み
よ
う
。
図
表
4
I
8
で
あ
る
。
定
年
延
長
や
従
業
員
の
高
齢
化
に
よ
り
、

中
高
年
の
企
業
内
で
の
供
給
が
多
く
な
り
、
そ
の
結
果
勤
続
年
数
ご
と
に
み
た
場
合
、
賃
金
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル

は
徐
々
に
フ
ラ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
勤
続
年
数
効
果
は
若
干
低
下
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
年
功

賃
金
」
で
い
う
勤
続
に
よ
る
効
果
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
を
「
年
功
賃
金
」
の
崩
壊
と

い
う
ほ
ど
の
変
化
と
い
え
る
か
と
い
う
と
、
や
や
疑
問
で
あ
る
。
た
だ
、
勤
続
要
素
の
低
下
、
あ
る
い
は

「
年
功
賃
金
」
の
弛
緩
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
勤
続
が
二
五
年
以
上
と
な

る
と
、
当
初
の
賃
金
の
約
二
倍
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。

以
上
を
全
体
と
し
て
み
る
な
ら
ば
、
年
功
賃
金
を
「
年
齢
別
賃
金
。
フ
ロ
フ
ァ
イ
ル
が
右
肩
上
が
り
で
あ
る

こ
と
」
と
す
れ
ば
、
年
功
賃
金
は
基
本
的
に
維
持
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ
、
年
功
賃
金
を
勤
続
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第4章 長期安定雇用と年功賃金の現実

に
よ
る
賃
金
上
昇
効
果
と
み
れ
ば
、
若
千
弛
緩
し
て
い
る
と
い
え
る
。

さ
て
、
年
功
賃
金
は
能
力
主
義
賃
金
と
い
う
一
面
を
も
っ
て
い
る

(
7
)
。
同
一
企
業
内
で
同
期
入
社
者
間

の
賃
金
の
ば
ら
つ
き
が
小
さ
い
こ
と
を
も
っ
て
年
功
賃
金
と
し
て
、
こ
れ
が
拡
大
す
る
こ
と
を
成
果
主
義
と

判
断
す
る
こ
と
も
あ
る
（
と
は
い
っ
て
も
、
ど
の
程
度
が
小
さ
い
と
い
う
基
準
が
必
ず
し
も
あ
る
わ
け
で
は
な
い

が
）
。
あ
る
い
は
、
定
期
昇
給
制
度
の
あ
る
こ
と
を
も
っ
て

年
功
賃
金
と
し
て
、
そ
の
廃
止
を
成
果
主
義
化
と
呼
ぶ
こ
と

も
あ
る
。
制
度
で
判
断
す
る
か
、
結
果
で
判
断
す
る
か
に
よ

っ
て
結
果
が
異
な
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
制
度
な
ら
ば
、

定
期
昇
給
の
廃
止
の
有
無
と
か
、
昇
進
・
昇
格
に
お
け
る
年

齢
・
勤
続
要
素
の
実
質
的
排
除
（
な
か
な
か
で
き
な
い
が
）

と
か
に
な
ろ
う
し
、
結
果
で
判
断
す
る
と
す
れ
ば
、
年
齢
別

や
勤
続
年
数
別
の
賃
金
の
形
状
の
フ
ラ
ッ
ト
化
の
程
度
（
も

ち
ろ
ん
技
能
向
上
の
要
素
を
ど
う
勘
案
す
る
か
と
い
う
難
問
が

あ
る
）
、
同
期
入
社
者
間
の
賃
金
の
ば
ら
つ
き
拡
大
な
ど
と

な
る
。
同
期
入
社
者
間
の
賃
金
の
ば
ら
つ
き
に
つ
い
て
は
、

企
業
に
よ
っ
て
か
な
り
違
う
。
か
つ
て
調
べ
た
電
機
産
業
や

4 -8 男性の動続年数別賃金
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他
の
人
の
研
究
な
ど
か
ら
推
測
す
る
と
、
実
態
は
か
な
り
多
様
で
あ
る
。
同
種
の
巨
大
電
機
メ
ー
カ
ー
で
も

ば
ら
つ
き
が
非
常
に
大
き
い
企
業
と
非
常
に
小
さ
い
企
業
が
あ
っ
た
り
、
ば
ら
つ
き
具
合
が
拡
大
す
る
企
業

と
縮
小
す
る
企
業
が
あ
っ
た
り
す
る

(
8
)
。
そ
も
そ
も
同
期
入
社
者
間
の
ば
ら
つ
き
を
管
理
し
て
い
る
企
業

は
、
そ
の
行
為
そ
の
も
の
が
「
年
功
的
」
と
い
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
話
が
細
か
く
な
っ
て
き
た
の
で
こ

の
テ
ー
マ
は
こ
れ
く
ら
い
に
し
よ
う
。

個
人
の
実
感
と
す
れ
ば
、
毎
年
賃
金
が
上
が
っ
て
い
た
時
代
で
は
、
初
任
給
と
現
在
の
賃
金
は
大
幅
に
違

う
の
に
対
し
て
、
最
近
入
社
し
た
人
か
ら
す
れ
ば
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
な
い
た
め
に
初
任
給
か
ら
の
上
昇
は

ず
っ
と
小
さ
い
で
あ
ろ
う
。
ペ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
な
い
と
い
う
事
実
は
年
功
賃
金
と
は
直
接
関
係
な
い
が
、
個

人
の
実
感
か
ら
す
れ
ば
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と
定
期
昇
給
は
セ
ッ
ト
で
考
え
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
実
際

両
者
を
区
別
し
て
い
な
い
企
業
は
多
い
。
こ
れ
が
、
現
実
以
上
に
年
功
賃
金
が
壊
れ
た
と
い
う
議
論
が
共
感

を
呼
ん
で
い
る
―
つ
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
ご
く
素
朴
に
毎
年
賃
金
が
上
が
る
こ
と
が
年
功
賃
金
だ
と
い
う
意

識
を
も
っ
て
い
る
人
は
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

年
功
賃
金
の
制
度
的
意
味

デ
ー
タ
的
に
み
る
と
、
年
功
賃
金
の
こ
れ
ま
で
の
変
化
は
大
き
く
は
な
い
。
今
後
を
予
想
す
る
う
え
で
は
、

制
度
と
し
て
の
年
功
賃
金
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。
制
度
的
に
は
、
年
功
賃
金
と
は
定
期
昇
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第 4章 長期安定麗用と年功賃金の現実

給
制
度
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
同
じ
仕
事
を
し
て
い
て
も
毎
年
何
ら
か
の
賃
金
上
昇
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
制
度
が
民
間
企
業
に
一
般
化
し
た
の
は
日
経
連
（
現
・
日
本
経
団
連
）
の
活
動
が
大
き
い
。

そ
の
意
味
で
は
年
功
賃
金
は
企
業
が
導
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
「
生
活
給
」
と
大
幅
賃
上
げ
を
要
求
す
る
第
二
次
大
戦
直
後
の
労
働
運
動
に
対
す
る
政
策

で
あ
っ
た
。
毎
年
の
賃
上
げ
を
定
期
昇
給
と
い
う
形
で
確
保
す
れ
ば
、
生
活
給
の
要
求
に
も
対
応
で
き
る
し
、

従
業
員
構
成
が
一
定
な
ら
ば
、
企
業
の
賃
金
原
資
に
変
化
は
な
い
と
い
う
議
論
で
あ
る
。
最
も
賃
金
の
高
い

従
業
員
が
定
年
を
迎
え
て
や
め
、
最
も
賃
金
の
低
い
新
卒
が
入
社
す
る
の
で
、
一
人
一
人
が
賃
金
の
階
段
を

登
っ
て
も
、
企
業
全
体
で
は
総
額
人
件
費
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
議
論
で
あ
る
。

こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
、
当
事
者
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

戦
後
の
モ
ノ
不
足
と
イ
ン
フ
レ
昂
進
の
中
で
「
食
え
る
賃
金
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
賃
金
引

き
上
げ
要
求
が
過
熱
す
る
中
、
日
経
連
は
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
―
―
一
年
）
ご
ろ
か
ら
「
定
期
昇
給
制

度
の
検
討
」
を
始
め
て
い
た
。

朝
鮮
動
乱
が
終
わ
っ
て
昭
和
二
十
九
ー
三
十
年
と
い
う
不
況
を
迎
え
る
中
で
、
日
経
連
は
、
企
業
経

営
の
中
で
健
全
に
支
払
い
う
る
賃
金
を
模
索
し
、
そ
の
中
か
ら
、
賃
金
体
系
の
整
備
が
必
要
な
こ
と
を

認
識
し
て
い
た
。
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当
時
、
賃
金
専
門
家
を
擁
し
て
い
た
一
部
大
企
業
は
別
と
し
て
、
戦
後
生
ま
れ
た
多
く
の
企
業
は
、

学
歴
別
初
任
給
は
決
め
た
が
、
そ
の
あ
と
は
、
毎
年
一

0
1
一
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
の
賃
上
げ
を
し
て
当
座

を
過
ご
し
て
い
る
と
い
っ
た
状
況
で
、
五
年
後
、
一

0
年
後
の
企
業
内
の
賃
金
制
度
が
ど
ん
な
も
の
に

な
る
か
迄
は
思
い
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

日
経
連
の
定
期
昇
給
制
度
の
確
立
へ
の
提
言
は
、
「
定
期
昇
給
」
と
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
」
を
分
け
る
、

つ
ま
り
終
身
雇
用
・
年
功
制
を
前
提
に
し
た
「
賃
金
制
度
」
を
整
備
す
べ
き
と
い
う
提
言
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
賃
金
制
度
が
あ
れ
ば
、
人
事
賃
金
制
度
の
統
一
的
管
理
が
可
能
に
な
る
。
日
経
連
の
方
針
と
し

て
、
定
期
昇
給
制
度
の
確
立
が
言
わ
れ
た
の
は
、
本
格
的
春
闘
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
第
一
号
と
い
う
べ
き

昭
和
三
十
二
年
一
月
の
『
現
下
の
賃
金
政
策
と
賃
金
問
題
』
の
中
で
、
こ
れ
は
前
年
か
ら
の
懸
案
、
定

期
昇
給
制
度
検
討
の
結
論
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
論
は
、
昇
給
基
準
と
し
て
人
事
考
課
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
含
め
、
い
わ
ば
年
率
一

0
1
-

五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
で
発
散
し
て
い
く
賃
金
原
資
を
、
一
定
の
制
度
の
中
で
計
画
可
能
、
制
御
可
能

な
も
の
に
す
べ
き
と
い
う
意
味
で
、
賃
金
を
生
活
ベ
ー
ス
か
ら
経
営
ベ
ー
ス
に
転
換
し
よ
う
と
い
う
最

初
の
試
み
だ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

定
期
昇
給
制
度
確
立
の
提
言
は
戦
後
の
混
乱
期
の
収
拾
、
そ
し
て
そ
れ
以
降
の
高
度
成
長
の
中
で
の

賃
金
と
い
う
時
代
背
景
の
中
で
、
そ
れ
な
り
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
一
九
九
五
年
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第4章 長期安定雇用と年功賃金の現実

一
五
一
ー
一
五

（
平
成
七
年
）
に
至
り
、
同
じ
日
経
連
が
出
版
し
た
「
新
時
代
の
日
本
的
経
営
」
の
中
で
、
二
定
期
昇
給

制
度
」
は
「
定
期
」
を
消
さ
れ
、
「
昇
給
制
度
」
と
言
い
換
え
ら
れ
、
そ
の
役
割
を
終
え
る
こ
と
に
な

る
。
（
雇
用
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
日
本
の
賃
金
二

0
0
0
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
二

0
0
1
、

ニ
ペ
ー
ジ
）

定
期
昇
給
制
度
の
全
面
的
な
廃
止
や
管
理
職
層
で
の
廃
止
な
ど
が
大
き
な
話
題
と
な
っ
て
い
る
し
、
そ
う

し
た
方
向
が
出
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
定
期
昇
給
制
度
で
は
、
標
準
労
働
者
を
基
準
と
し
て
（
学
歴
別
に
管

理
し
て
い
た
か
ら
、
年
齢
11
勤
続
年
数
十
新
卒
時
年
齢
〈
高
卒
な
ら
ば
一
八
歳
〉
と
な
る
）
、
昇
給
基
準
線
を
つ
く

っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
高
卒
の
ケ
ー
ス
で
い
え
ば
、
一
八
歳

(11
勤
続

0
年
）
か
ら
六

0
歳

(11
勤
続
四
二

年
）
ま
で
の
平
均
の
昇
給
線
を
設
定
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
歴
年
齢
グ
ル
ー
プ
を
単
位
と
し
て
、

個
々
人
の
人
事
考
課
（
査
定
）
を
最
終
的
に
位
置
づ
け
る
。
評
価
の
高
い
も
の
は
基
準
よ
り
も
多
く
の
昇
給

を
得
、
評
価
の
低
い
も
の
は
基
準
よ
り
も
低
い
昇
給
を
得
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
う
し
た
定
期
昇

給
シ
ス
テ
ム
を
な
く
し
、
毎
年
の
昇
給
基
準
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
に
し
、
絶
対
評
価
に
よ
る
人
事
考
課
で
賃
上
げ

を
決
め
て
い
く
と
い
う
の
が
、
制
度
上
の
成
果
主
義
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
昇
給
は
な

い
。
そ
の
か
わ
り
、
評
価
さ
れ
れ
ば
そ
れ
だ
け
の
昇
給
が
あ
る
。
相
対
評
価
で
は
な
く
絶
対
評
価
に
す
る
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。
今
ま
で
の
よ
う
に
昇
給
基
準
線
が
な
く
な
る
た
め
に
、
個
人
に
と
っ
て
も
企
業
に
と
っ
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4 -9 企叢規模別の基本給決定要素（単位：％）

管理職 識務，職 猫務遂行 業績・成 学歴，年齢・勤続年数など

種などの 能力 果 学歴 年齢・勤

仕事の内 続年数な

容 ど

調査産業計 72 8 79. 7 64.2 73. 9 31 8 72.5 

1,000人以上 58.5 84.0 78.1 52 8 19.1 50. 7 

100-999人 63 8 81 1 72 2 73.8 34. 7 71 4 

300-999人 58.4 83 8 76 7 68.0 29. 7 65 2 

100-299人 65 4 80 3 69.4 75.6 36.3 73 4 

30-99人 76 8 79.1 61 0 74 6 31 1 73 6 

管理職以外 職務，職 職務遂行 業績・成 学歴年齢・勤続年数など

種などの 能力 果
学歴 年齢・勤

仕事の内 続年数な

容 ど

調査産業計 70 6 77 3 62 3 80 6 34 2 79 0 

1,000人以上 53. 0 86.2 70.1 72.4 31.8 79 7 

J00-999人 60 8 79. 6 68.2 83.5 41.3 80 9 

300-999人 51.2 84 8 72 6 86 8 40 3 83 0 

100-299人 63 7 78 0 66 9 82 5 41 6 80.3 

30~99人 75.0 76.2 59. 7 79 3 31 5 78 2 

出典：「就労条件総合調査』

注複数回答．

て
も
人
事
考
課
の
役
割
が
い
っ

そ
う
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
年
功
賃
金
の

制
度
上
の
本
質
を
定
期
昇
給
制

度
と
す
る
と
、
そ
の
普
及
率
の

変
化
が
問
題
と
な
る
。
定
期
昇

給
制
度
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、

某
本
給
の
決
定
要
素
と
し
て
年

齢
・
勤
続
年
数
を
用
い
て
い
る

企
業
が
こ
れ
に
近
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
を
厚
生
労
働
省
『
就
労
条

件
総
合
調
査
』
（
二

0
0
一
年
）

か
ら
み
る
と
、
図
表
4

ー

9
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、

管
理
職
（
層
）
に
つ
い
て
み
る
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第 4章 長期安定麗用と年功賃金の現実

と
、
甚
本
給
の
決
定
要
因
と
し
て
年
齢
や
勤
続
年
数
を
使
う
の
は
、
全
体
で
は
七
ニ
・
五
％
の
企
業
で
あ
る

が
、
一

0
0
0
人
以
上
の
大
企
業
で
は
約
半
数
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
成
果
主
義
の
導
入
が
最
も
進
ん

で
い
る
の
が
、
大
企
業
の
管
理
職
層
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
も
そ
も
管
理
職
層
の
賃
金
で
年
齢
や
勤
続

年
数
の
要
素
が
あ
る
こ
と
自
体
奇
妙
な
気
が
す
る
。
今
後
、
少
な
く
と
も
管
理
職
層
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
の

要
素
が
賃
金
を
決
め
る
こ
と
は
ま
す
ま
す
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
現
状
は
こ
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
管
理
職
以
外
で
は
、
大
企
業
を
含
め
て
約
八
割
の
企
業
で
年
齢
・
勤
続
年
数

が
使
わ
れ
て
い
る
。

個
人
の
意
識

個
人
は
「
年
功
賃
金
」
を
望
ま
し
い
と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
労
働
研
究
機
構
『
勤
労
生
活
に

関
す
る
調
査
』
（
二

0
0
一
年
）
に
よ
れ
ば
、
年
功
賃
金
が
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
は
二

0
代
男
性
を
除
け
ば
、

基
本
的
に
支
持
さ
れ
て
い
る
（
「
そ
う
思
う
」
＋
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
」
）
。
図
表
4

ー

10
を
み
て
い

た
だ
き
た
い
。
年
齢
や
勤
続
と
と
も
に
賃
金
が
上
昇
す
る
シ
ス
テ
ム
と
い
う
、
き
わ
め
て
曖
昧
な
イ
メ
ー
ジ

に
対
す
る
答
え
だ
。
こ
の
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
が
肯
定
的
に
受
け
取
ら
れ
て
い
る
か
否
定
的
に
受
け
取
ら
れ
て

い
る
か
と
い
う
程
度
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
参
考
に
は
な
る
。
全
体
と
し
て
男
性
よ
り
も
女
性
の
ほ
う

が
支
持
率
が
高
い
。
こ
れ
は
生
活
を
す
る
た
め
の
収
入
で
あ
り
、
家
族
形
成
に
と
も
な
い
年
齢
と
と
も
に
支

IぅI



出
が
多
く
な
る
こ
と
か
ら
そ
う
し
た
支
持
が
多
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
年
功
賃

金
は
社
会
的
支
持
を
受
け
て
い
る
と
み
て
、
ま
ち
が
い
な
い
。
制
度
的
に
は
、

定
期
昇
給
制
度
へ
の
支
持
と
み
て
よ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
査
定
が
入
っ
て
い
る
の

が
通
例
で
あ
る
か
ら
、
査
定
に
よ
る
格
差
は
認
め
て
い
る
だ
ろ
う
。
年
功
賃
金

に
反
対
す
る
人
の
な
か
に
は
、
こ
の
言
葉
を
査
定
の
な
い
、
あ
る
い
は
査
定
が

非
常
に
小
さ
い
と
い
う
理
由
で
反
対
す
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

賃
金
が
ど
の
よ
う
な
原
理
で
支
払
わ
れ
る
べ
き
か
を
聞
く
と
、
図
表
4
1
1
1

a
、
b
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
数
字
は
「
そ
う
思
う
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
そ
う
思
う
」
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
「
実
績
」
と

「
努
力
」
を
支
持
す
る
人
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
「
実
績
」
は
成
果
主
義
が
強

く
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
「
必
要
」
や
「
平
等
」
は
年
功
主
義
で

あ
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
す
る
と
、
年
功
賃
金
の
支
持
率
と
は
ず
い
ぶ
ん
様

相
が
異
な
る
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
年
功
主
義
が
、
人
々
の
公
平
観
に
合
致
し
て
い
る
一
種
の
能
力
主
義
だ
か
ら
な
の
だ
。
そ
の
公

平
観
と
は
、
ま
ず
最
低
限
の
「
必
要
」
を
前
提
と
し
つ
つ
（
生
活
給
的
意
識
）
、
そ
れ
を
超
え
た
部
分
に
つ
い

て
は
、
実
績
と
努
力
に
よ
っ
て
配
分
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
「
実
績
」
は
成
果
主
義

4 -1 D 年功賃金を望ましいとする人の割合

80%70 
60 

50 

40 
20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70歳～

出典：「勤労生活に関する調査』
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11a 望ましい分配原理（男性）

実績

努カ

70歳～

。
20 

4 -1 lb 

40 60 80 

望ましい分配原理（女性）

実績

努カ

! 

70歳～

0 20 40 60 

出典：『勤労生活に関する調査』

注・複数回答．

的
要
素
そ
の
も
の
で
あ
る
。
問
題
は
「
努
力
」
と
い
う
要
素
で
あ
る
。
職
場
で
は
、
結
果
で
あ
る
「
実
績
」

と
な
ら
ん
で
、
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
に
は
、
そ
れ
な
り
に
報
い
る
べ
き
て
あ

る
と
い
う
価
値
観
が
根
強
い
。
「
が
ん
ば
れ
ば
報
わ
れ
る
」
と
い
う
の
は
あ
る
労
働
組
合
の
標
語
で
あ
る
が
、

こ
れ
が
仕
事
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
、
成
果
が
な
か
な
か
上
が
ら
な
い
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人
も
モ
ラ
ー
ル
を
維
持
・
向
上
で
き
る
し
く
み
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
年
功
主
義
」
の
本
質
が
あ
る
。

ま
り
、
年
功
主
義
は
「
が
ん
ば
ら
な
い
人
」
に
は
き
び
し
い
目
を
向
け
る
。
が
ん
ば
る
人
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
な
り
の
評
価
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
プ
ロ
セ
ス
や
努
力
は
関
係
な
く
、
結
果
だ
け
を
み
れ
ば
よ
い
と
す
る
の
が
「
成
果
主

義
」
で
あ
る
。
成
果
主
義
が
ぎ
す
ぎ
す
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
の
は
、
こ
れ
が
理
由
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

部
長
や
役
員
な
ど
が
成
果
主
義
で
あ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
先
ほ
ど
の
調
査
が
示
す
よ
う
に
、
多
く
の
企

業
で
管
理
職
層
に
も
年
齢
や
勤
続
が
影
響
し
て
い
る
。
課
長
相
当
職
は
と
も
か
く
、
企
業
経
営
に
つ
い
て
直

接
的
責
任
を
も
つ
経
営
陣
の
賃
金
に
、
こ
う
し
た
要
因
が
反
映
す
る
こ
と
は
今
後
な
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

た
だ
、
こ
の
成
果
主
義
を
一
般
従
業
員
に
ま
で
一
律
適
用
す
る
の
が
望
ま
し
い
の
か
ど
う
か
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
今
わ
れ
わ
れ
は
実
験
段
階
に
あ
る
。

努
力
と
実
績
に
適
し
た
処
遇

年
功
賃
金
批
判
に
は
、
二
種
類
あ
る
。
―
つ
は
、
公
務
員
に
典
型
的
で
あ
る
と
し
て
批
判
さ
れ
る
「
が
ん

ば
ろ
う
が
が
ん
ば
る
ま
い
が
、
同
一
の
賃
金
を
も
ら
う
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
賃
金
を
年
齢
と

勤
続
年
数
で
自
動
的
に
、
全
面
的
に
、
あ
る
い
は
圧
街
的
に
決
定
す
る
と
き
に
、
現
れ
る
も
の
で
あ
る
。
が

ん
ば
ら
な
い
人
に
も
多
額
な
賃
金
を
払
う
と
さ
れ
る
。

つ
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第 4章 長期安定雇用と年功賃金の現実

二
つ
目
は
、
実
績
軽
視
と
い
う
観
点
で
あ
る
。
能
力
も
な
い
た
め
に
長
時
間
労
働
し
た
人
の
ほ
う
が
、
能

力
が
あ
り
成
果
を
容
易
に
出
せ
る
人
よ
り
も
評
価
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
不
平
等
だ
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
短

時
間
で
業
績
の
上
が
る
能
力
の
あ
る
人
よ
り
も
、
残
業
ば
か
り
す
る
能
力
の
な
い
人
が
残
業
手
当
分
だ
け
収

入
が
多
い
の
は
問
題
だ
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
実
績
を
重
視
せ
よ
と
い
う
批
判
は
、
単
に
実
績

だ
け
を
見
よ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

先
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
含
意
す
る
こ
と
は
、
査
定
を
努
力
と
実
績
双
方
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
が
最
適

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
努
力
は
常
に
直
接
的
な
個
人
の
実
績
に
反
映
す
る
と
は
限
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
仕

事
で
手
を
抜
い
て
い
な
い
か
、
前
向
き
に
仕
事
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
表
現
す
る
。
こ
う
し
た
人
に
は
そ

れ
な
り
の
評
価
を
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
日
本
人
の
公
平
観
で
あ
る
。
ま
た
実
績
を
上
げ
て
い
る
人
も

当
然
評
価
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
で
最
も
評
価
さ
れ
る
の
は
、
努
力
し
て
か
つ
高
い

実
績
を
上
げ
て
い
る
人
で
あ
る
。
次
に
来
る
の
が
、
努
力
の
姿
勢
は
と
も
か
く
高
い
実
績
を
上
げ
て
い
る
人

と
業
績
は
と
も
か
く
一
所
懸
命
努
力
し
て
い
る
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
二
番
手
の
う
ち
、
前
者
を
よ

り
高
く
評
価
し
、
後
者
を
よ
り
低
く
評
価
す
る
と
い
う
の
が
「
成
果
主
義
」
な
の
で
あ
る
。
一
見
す
る
と
、

企
業
は
成
果
・
業
績
だ
け
を
判
断
す
れ
ば
よ
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
う
し
た
目
に
見
え
る
、

実
現
し
た
成
果
・
業
績
だ
け
を
評
価
す
る
と
、
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
評
価
し
に
く
い
仕
事
を
誰
も
や
り
た

が
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
は
企
業
全
体
の
業
績
が
悪
化
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
企
業
の
業
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績
は
、
個
人
の
目
に
見
え
る
業
績
の
単
な
る
総
和
で
は
な
い
。
企
業
は
企
業
業
績
の
向
上
に
目
的
が
あ
る
の

で
あ
っ
て
、
個
人
の
業
績
だ
け
が
上
が
っ
て
も
企
業
業
績
が
低
下
し
て
は
い
け
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
企

業
は
努
力
原
理
を
重
視
す
る
日
本
人
の
公
平
観
に
反
す
る
こ
と
を
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
昇
進
競
争
に

つ
い
て
は
、
章
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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第 4章 長期安定雇用と年功賃金の現実

第 4章注

(l)本書では， このふたつの概念を， とくに「終身雇用」の意味を問うところ

以外でぱ，同様の意味で使う．

(2)「転社率」というのが正確だが，元の資料の表現にしたがう．

(3)ふつうぱ転職というが，職業を変えたわけではなく，企業を変えたのでこ

の用語を用いる

(4) 20年前： 20XO.2+ lOX 0.8= 12（年）

現在： 15X0.8+8 X0.2=13.6（年）

(5)小池和男 (1999)第5章を参照．

(6)大竹文雄他 (2002)を参照．

(7)年功賃金と成果主義の関係については第 5章で検討する．

(8)久本憲夫 (1995)を参照．
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